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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月15日(2011.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムにおける送信をスケジューリングする方法であって、
　２つ以上のタイムスロットを含むスケジューリング区間においてスケジューリングされ
た少なくとも１つの携帯端末に対する帯域幅の割当てを決定するステップと、
　前記スケジューリングされた携帯端末に対する前記帯域幅の割当てに基づいて、前記ス
ケジューリング区間においてスケジューリングされた携帯端末に対する周波数ホッピング
パターンを決定するステップと、
　前記スケジューリング区間についての前記帯域幅の割当てと前記周波数ホッピングパタ
ーンとを前記スケジューリングされた携帯端末へスケジューリング許可信号内で送信する
ステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　スケジューリングされた携帯端末に対する帯域幅の割当てを決定する前記ステップは、
前記携帯端末に対するサブキャリヤ数を決定するステップを含むことを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記スケジューリング区間においてスケジューリングされた携帯端末に対する周波数ホ
ッピングパターンを決定する前記ステップは、前記スケジューリング区間内の異なる複数
のタイムスロットについての前記携帯端末に対する周波数オフセットを決定するステップ
を含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記携帯端末は、上りリンク送信についてスケジューリングされ、
　前記スケジューリング区間についての前記携帯端末に対する前記帯域幅割当てと周波数
ホッピングパターンとは、前記帯域幅割当てと前記周波数ホッピングパターンとをスケジ
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ューリング許可信号内で送信するステップを含むことを特徴とする請求項３に記載の方法
。
【請求項５】
　スケジューリング許可信号を前記スケジューリングされた携帯端末へ送信する前記ステ
ップは、
　前記スケジューリングされた携帯端末へ割り当てられた前記サブキャリヤ数と、前記ス
ケジューリング区間の連続するタイムスロット内で該スケジューリングされた携帯端末に
よって使用される一組の周波数オフセットとを、該スケジューリングされた携帯端末へ送
信するステップを含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記サブキャリヤ数と前記一組の周波数オフセットとは、単一のパラメータとして送信
されることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　周波数ホッピングパターンを決定する前記ステップは、少なくとも１つの同時にスケジ
ューリングされる他の携帯端末に対する帯域幅の割当てにさらに基づくことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記帯域幅割当てを決定する前記ステップと前記周波数ホッピングパターンを決定する
前記ステップとは、同一のスケジューリング区間内において同時にスケジューリングされ
た２つ以上の携帯端末に対して、前記帯域幅割当てと前記周波数ホッピングパターンとを
決定することステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記同時にスケジューリングされた２つ以上の携帯端末に対する前記周波数ホッピング
パターンは、前記スケジューリング区間の最初のタイムスロットにおいて、該周波数ホッ
ピングパターンが相互に直交するように決定されるとともに、該スケジューリング区間の
それに続く各タイムスロットにおいて、各携帯端末に対する該周波数ホッピングパターン
が、そのタイムスロットにおいて同時にスケジューリングされた全ての携帯端末について
同一の数の周波数位置で循環的にシフトされるように決定されることを特徴とする請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
　複数の携帯デバイスについての送信をスケジューリングする、移動通信システムにおけ
るスケジューラであって、
　２つ以上のタイムスロットを含むスケジューリング区間においてスケジューリングされ
た少なくとも１つの携帯端末に対する帯域幅の割当てを決定し、
　前記スケジューリングされた携帯端末に対する前記帯域幅の割当てに基づいて、前記ス
ケジューリング区間においてスケジューリングされた携帯端末に対する周波数ホッピング
パターンを決定し、
　前記スケジューリング区間についての前記帯域幅の割当てと前記周波数ホッピングパタ
ーンとを前記スケジューリングされた携帯端末へスケジューリング許可信号内で送信する
こと
を特徴とするスケジューラ。
【請求項１１】
　前記スケジューラは、
　スケジューリングされた携帯端末に対する帯域幅の割当てを、該携帯端末に対するサブ
キャリヤ数を決定することによって決定することを特徴とする請求項１０に記載のスケジ
ューラ。
【請求項１２】
　前記スケジューラは、
　前記スケジューリング区間においてスケジューリングされた携帯端末に対する周波数ホ
ッピングパターンを、該スケジューリング区間内の異なる複数のタイムスロットについて
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の前記携帯端末に対する周波数オフセットを決定することによって決定することを特徴と
する請求項１１に記載のスケジューラ。
【請求項１３】
　前記スケジューラは、前記携帯端末からの上りリンク送信をスケジューリングし、
　前記スケジューラは、前記帯域幅割当てと前記周波数ホッピングパターンとを、スケジ
ューリング許可信号内で前記携帯端末へ送信することを特徴とする請求項１２に記載のス
ケジューラ。
【請求項１４】
　前記スケジューラは、
　前記スケジューリングされた携帯端末へ割り当てられた前記サブキャリヤ数と、前記ス
ケジューリング区間の連続するタイムスロット内で該スケジューリングされた携帯端末に
よって使用される一組の周波数オフセットとを、該スケジューリングされた携帯端末へ送
信することを特徴とする請求項１３に記載のスケジューラ。
【請求項１５】
　前記サブキャリヤ数と前記一組の周波数オフセットとは、前記スケジューラによって単
一のパラメータとして送信されることを特徴とする請求項１４に記載のスケジューラ。
【請求項１６】
　前記スケジューラは、さらに、少なくとも１つの同時にスケジューリングされる他の携
帯端末に対する帯域幅の割当てに基づいて、周波数ホッピングパターンを決定することを
特徴とする請求項１１に記載のスケジューラ。
【請求項１７】
　同一のスケジューリング区間内において同時にスケジューリングされた２つ以上の携帯
端末に対して、前記帯域幅割当てと前記周波数ホッピングパターンとを決定することを特
徴とする請求項１１に記載のスケジューラ。
【請求項１８】
　前記同時にスケジューリングされた２つ以上の携帯端末に対する前記周波数ホッピング
パターンは、前記スケジューリング区間の最初のタイムスロットにおいて、該周波数ホッ
ピングパターンが相互に直交するように決定されるとともに、該スケジューリング区間の
それに続く各タイムスロットにおいて、各携帯端末に対する該周波数ホッピングパターン
が、そのタイムスロットにおいて同時にスケジューリングされた全ての携帯端末について
同一の数の周波数位置で循環的にシフトされるように決定されることを特徴とする請求項
１７に記載のスケジューラ。
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